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1. はじめに 

電笑戦[1]など，これまで数多くの「AI に人を笑わせる

ことができるのか」という取り組み・研究が行われてきた．

美濃口らの先行研究 [2]では bokete[3]のデータから，

Convolutional Neural Network (CNN) と Long Short-Term 

Memory (LSTM) を連結した深層学習モデルを用いて画像に

対するボケた文章の生成を行った．この研究では，STAIR 

Captions をデータセットとした場合よりは面白いボケを生

成できているが，人間のボケより面白くない，出力された

文章が破綻していることがあるなどの改善するべき問題点

がいくつか存在する．また，ChatGPT[4]をはじめとした

Large Language Model (LLM) は質疑応答などのタスクは得

意だが，ジョークや謎かけを生み出すことは苦手である．

そこで本研究では，LLM を bokete のデータでファインチ

ューニングすることで先行研究の問題点の改善と LLM に

よる面白い文章生成の実現を目指す． 

2. 関連研究 

AI を用いた画像に対する面白キャプション生成に関する

研究と LLMについて紹介する． 

2.1 Neural Joking Machine (NJM) 

美濃口らは bokete のデータから CNN と LSTM を連結し

た Image to Text 深層学習モデルを作成し，AI によるボケ

た文章を生成している． 

ここで，bokete とは「写真に一言ボケる」Web サービス

のことであり，数多くのユーザーが画像に対する面白いボ

ケを投稿している． 

評価実験では，121 人の被験者が各手法で生成されたキ

ャプションについて 0 (面白くない)から 3 (面白い)の点数

で評価を行っている．評価実験の結果，平均スコアは 0.59

となり，画像と説明文がセットになっている STAIR 

Captions を用いて作成された深層学習モデルの生成したキ

ャプションよりは面白いという評価になったが，人が投稿

したボケよりは面白くないという評価であった．また，出

力された文章が破綻していることがあることや未知語を示

す UNK トークンが出力に含まれているといった課題が存

在している． 

本研究では，AI による面白キャプション生成の精度を向

上させるとともに上記で上げた問題点を改善することを目

的とする． 

2.2 Large Language Model (LLM) 

LLM とはパラメータ数が非常に多い言語モデルのこと

であり，ChatGPTなどが例に挙げられる．LLMはプロンプ

トと呼ばれる自然言語で与えた指示に従って，要約や対話

などの多様なタスクを高精度で行うことが可能である．し

かし，Hallucination などの課題・苦手なタスクも存在する．

Jentzsch らの研究[5]によると ChatGPT がユーモアの認識に

一定の理解はあるものの，ダジャレやユーモアを含んだ文

章生成や認識には課題があるとされている．また，大量の

計算資源を必要とすることも課題である． 

本研究では，ユーモアを理解させるために LLM に

bokete のデータを学習させる．さらに効率の良いファイン

チューニングやローカル LLM を用いることで計算資源の

問題解消に取り組んでいる． 

3. 提案手法 

LLM を用いた面白キャプション生成の手法について述

べる． 

3.1 データセットの作成 

データセットにはボケ缶データセットを使用した．ボケ

缶データセットとは，bokete に収録されている画像とボケ

の集合のことであり，ボケについた星評価数の範囲によっ

て缶の種類が分けられている．ここで，星評価とはボケて

ユーザーが一人当たり一つのボケに星 1-3 をつけたもので

ある．今回は星評価数の範囲が 101 以上のデータから約 1

万 2千個のボケと画像を学習用データに用いた． 

次にデータセットの画像に対して説明文の付与を行った．

これは LLM がテキスト入力しかできないためである．画

像説明文の作成には MLLM(Multimodal Large Language 

Models)の一つである LLaVA[6]を使用した．MLLM とは，

テキストだけでなく画像などの入力にも対応した LLM の

ことである．具体的には，データセットの画像を MLLM

に入力し，プロンプトとして「この画像を説明してくださ

い」と指示を与えることで画像説明文を作成した．なお，

入力する際の画像は 224×224pixel にリサイズ処理を行っ

た． 

最後に LLM に面白いキャプションを生成させるための

プロンプトをデータセットに付与した．プロンプトは「入

力された画像説明文からユーモアあふれる文章を生成して

ください」とした． 

作成したデータセットの例を表 1に示す． 

3.2 LLMのファインチューニング 

3.1 節で作成したデータセットを用いて LLM をファイン

チューングする．本手法では，Japanese StableLM Alpha 

7B[7]と Swallow 7B -instruct[8]の 2種類のローカル LLMモ

デルを採用した．どちらも 70億パラメータの LLM であり，

StableLM は汎用言語モデル，Swallow は指示チューニング

を施した言語モデルを使用した．また，両モデルとも 8bit

に量子化して使用した． 

ファインチューニングの手法としては Lora[9]を採用した．
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Lora の優れている点として，メモリ効率が良い，推論コス

トが増加しないことがあげられる． 

3.3 面白キャプション生成 

3.2 節で学習した 2 つのモデルを用いて面白キャプショ

ン生成を行う． 

4. 評価実験 

提案手法を評価するために，先行研究と同じく人手での

比較実験を行った． 

4.1 評価実験の設定 

評価実験の詳細について示す．画像枚数は 10 枚であり，

それぞれの画像に対して，2.1 節の従来手法で生成したキ

ャプション，3 章で紹介した提案手法の 2 つのモデルで生

成したキャプション，人間のボケの合計 4 つを被験者に比

較評価してもらった．その際，画像は全ての手法で同一か

つ学習時に使用していないものを採用した．被験者は 13

名であり，各手法によって生成されたキャプションについ

て 0(面白くない)から 3(面白い)の点数で評価を行う．なお，

比較の際はどのキャプションがどの手法であるかはわから

ないようにした． 

4.2 評価結果 

表 2 にアンケートでの評価結果として，点数 0 から 3 の

割合及び平均を示す．結果として，提案手法のほうが先行

研究の平均スコアより高いと評価された．また，UNK ト

ークンが出力される問題が解消されており，破綻した文章

が生成されることが少なかったことから，先行研究の問題

点を改善することができた．これは，LSTM のモデルに比

べ LLM(7B)は大規模な事前学習を行っており語彙が豊富な

ことが理由の一つであると考えられる． 

一方，人間の投稿に比べ，提案手法のキャプションは文

章が長くなる傾向にあり，特に文章が長く「オチ」だけで

なく「フリ」まで出力しているボケは評価が低い傾向にあ

った． 

最後に，表 3 に図 1 に対して提案手法によって生成され

たキャプションの一例を示す． 

5. おわりに 

本研究では，LLM を bokete のデータを用いてファイン

チューニングすることにより，面白キャプション生成を行

う手法を提案した． 

 今後はプロンプトチューニング，MLLM のみを用いたフ

ァインチューニング，学習パラメータの調整などを行うこ

とでさらなる精度向上を試みる． 
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表 2 アンケート評価の結果 

 

表 1 図 1から作成したデータセットの例 

 
図 1 使用した画像例 

 

表 3 各手法で生成されたキャプション例(図 1) 
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